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✧ 2 年目に入った 

『ベトナム国気象予測及び洪水早期警報システム運営能力強化プロジェクト』 
 

 今年の 1 月号に紹介がありましたように、気象業務支援センターは、海外への技術協力の一

環として、国際協力機構（JICA）等と協同して『ベトナム国気象予測及び洪水早期警報システム

運営能力強化プロジェクト』を昨年から 2021 年までの期間で実施しています。 

ベトナムの国土は南北約 2000km にわたり、ハノイやホーチミンの年間降水量は東京よりやや

多い約 1800mm で、モンスーンと台風の時期の一致に加え、狭隘な低地と急峻な山岳からなる地

形的な条件から、毎年、大雨に伴う洪水や土砂災害が頻発しています。 

ベトナムにおける気象観測、予報・警報発出を担当している機関は、環境天然資源省（MONRE）

傘下の国家水文気象局（National Hydro-Meteorological Service, NHMS）です。NHMS では、地

上気象観測所数の増加とデータ処理の自動化を進めています。また、2020 年を目標に気象予報

内容および精度の向上を進めており、その中で QPE(Quantitative Precipitation Estimate：量

的降水量分布。日本の解析雨量に相当)、QPF(Quantitative Precipitation Forecast：量的降水

量予測。日本の降水短時間予報に相当)の実施が計画されています。 

 

本プロジェクトの初期の調査によると、以下のような点について技術協力が望ましいことが

わかりました。 

①  観測システム・機材は各国から提供を受けているため、仕様が統一されていない。また、こ

れまで地方ごとに集約されていた観測データを今後本部に統合する必要がある。 

②  有人気象観測から自動気象観測への移行期にあり自動観測に対応した観測機器・データの品

質管理が必要である。 

③ 気象予警報が定性的予報から定量化予報への過渡期にある。 

これらのことを踏まえ、以下のような技術移転が進んでいます。 

・機器の違いによる観測誤差の評価、観測データの AQC（Automatic Quality Check）の導入。 

・気象レーダーサイト運用に係る技術移転、我が国の気象庁と連携した合成 QPE と防災情報プ

ロダクトの作成。 

・気象ガイダンスの技術開発・運用、定量化予報のための予報・警報プロダクトの作成・運用。 

・予報プロダクト・QPE データ等の自動作成とネットワークを用いた地方官署とのプロダクトの

共有。 

特に、JICA により無償支援で導入された 2台の気象レーダーに加え、今後も気象レーダーの

増設が計画されていること、我が国の気象庁が東南アジア地区における気象レーダー合成プロ

ダクト(QPE)の作成を東南アジア諸国連合(ASEAN)及びアジア太平洋経済社会委員会(ESCAP)と連

携して進めていることから、QPE に関する技術の開発・運用を重要な技術移転目標としています。 

 



私は、過去に気象庁で QPE,QPF 開発に携わっていたことから、QPE,QPF 関連の技術支援に関

連して、ベトナム気象局で講演を行う機会を得ました。 

講演では、「日本の自然災害の低減に寄与する QPE、QPF の欠くべからざる役割」と題して、

話をしました。日本では、①現在も洪水・土砂災害等の自然災害が多く発生しており、それらの

ポテンシャルを把握し、警報・注意報を適切に発表するため、土壌雨量指数、流域雨量指数、表

面雨量指数を活用していること、②そしてそれらは QPE,QPF から作成されること、③日本では、

大雨の把握のため 40 年ほど前にアメダスが設置されたが、それからアメダス⇒QPE,QPF⇒指数

へと変わるごとに、大雨災害との対応、ポテンシャルの推定の向上が図られてきたこと、④それ

らの改善には 30～40 年を要したこと、を述べました。 

ベトナムでは、多数の雨量計の設置と自動配信が進められており、現在は QPE、QPF への期待が

高まっているところです。日本では、その一つ先に進んだ指数の活用までいっていますが、それ

らが災害のポテンシャルを適切に伝えていることに気象局として大変興味を示して頂いたよう

に思いました。講演の最後に、今年の台風 19 号のように日本での犠牲者が相変わらず多数であ

ることに対し多くの質問が出たので「情報がないときに比べれば災害は減少していると思って

いる。ただ、気象情報は、質が良くとも、実際の防災活動に適切に活用しなければ大きな効果は

期待できない。これからは特にその利用の方法が日本の課題と思っている」と、お話しました。 

ベトナム気象局の人たちはいずれも大変熱心に講演を聞いていました。私は、防災に関わる強

く継続的なインセンティブが、防災情報の改善に必須と思っています。今後とも、ベトナム気象

局の人たちと一緒に、我が国の知見・経験を十分に活かしながら、ベトナムにおける防災減災に

貢献したいと考えています。 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“2019 年 11 月に東京で開催したベトナム

研修生へのレーダー関連技術研修中の一コ

マ。昼休みを利用した皇居東御苑を散策し

た際の平川門にて 

JICA が導入した固体化気象レーダー 

(ベトナム北部のフーリエン観測所) 

 

強雨でも気象レーダービームの減衰が少な

い S バンド気象レーダーの送受信機と処理装

置。送信電波の周波数に工夫を凝らして、小さ

い送信電力でも従来同様の最小受信電力が得

られるとともに、送受信機がぐっとコンパクト

になっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験運用中のベトナム QPE 

（2019 年 10 月 31 日 7 時（OOUTC）） 

 

2019 年台風第 22 号が上陸した時（992hPa）

の降水量分布。10 基の気象レーダーデータ、 

最大で約 1000 か所の雨量計データが使用可能

です。山岳、障害物による気象レーダービーム

の遮蔽、観測仰角の設定、その他のパラメータ

の設定に加え、日本で想定されていない観測条

件に対応可能なように QPE を改善することも

検討する必要がありそうです。 

（牧原 康隆：参与） 


